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賃貸住宅の設備

宅配ボックス



宅配ボックスの種類①
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宅配ボックスの種類②
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宅配ボックスの種類③
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宅配ボックスの種類④
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宅配ボックスの種類⑤
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電気式と非電気式の比較
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導入コスト 維持コスト 利便性 防犯性

電気式 △ △ ◎ ◎
非電気式 ◎ ◎ 〇 〇



2013年人気設備ランキング

8出典：全国賃貸住宅新聞



2023年ランキング（絶対条件）

9出典：全国賃貸住宅新聞

単身向け7位

必須設備と
なりつつある



2023年ランキング（賃料アップ）

10出典：全国賃貸住宅新聞

単身向け
7位→→4位

ファミリー向け
10位→→5位

付加価値要素
としての評価
アップ



EC（＝ネット販売）市場の拡大
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物流の2024年問題
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ドライバーさんの不足に加え、働き方改革として
2024年4月より時間外労働の上限が月80時間以下
（年９６０時間）に規制されます

令和4年4月の宅配便の再配達件数は309,530件

同、10月の再配達率は約12%（10回に1回以上が再配達）

再配達による経済的損失として

年間約1.8億時間・年約6万人分の労働力に相当

出典：国土交通省「宅配便再配達実態調査」



メリットとデメリット
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【メリット】

①賃貸物件の付加価値になる

②再配達手間削減に寄与できる

③非対面で荷物を受け取れる

④不在時に荷物を受け取れる

【デメリット】

①設置費用、維持費用が必要

②留守であることが想定される

③手渡し荷物の場合は利用できない



導入時のポイント（新築時）
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ポイント１（サイズと個数）
ボックスは様々なサイズがあります、荷物の大きさに柔軟に対応すべく
均一になりすぎないようバランスよく組み合わせましょう
設置個数は住宅戸数の3割前後が目安と言われています

ポイント２（材質）
ボックスの材質はステンレス、亜鉛メッキ鋼板、PCV素材等、様々です

設置場所の環境に併せ、耐久性と美観（デザイン）の双方を鑑みましょう

ポイント３（設置スペース）
集合住宅はエントランス、戸建は玄関付近に設置することが多いため
荷物の出し入れスペースが十分か？通行の妨げにならないか？確認します
壁付けの製品では本体重量に加え、荷物が入った際の重量も想定します



導入時のポイント（改修時）
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ポイント１（サイズと個数）

ポイント２（材質）

ポイント３（設置スペース）

ポイント４ 電気式の際は共用電源の供給ができるか？
設置後に通行（避難）を妨げないか？



メーカー選定のポイント
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総額だけで決めない！

①材質、機能は物件に適切か？

②メンテナンス、修繕対応が継続できるメーカーか？

（電気式ボックスの耐用年数は15年前後）



ご視聴頂き、ありがとうございました

ご質問ご相談は

下記にて承ります

電話:03-3400-8620
メール:soudanbu@tojukyo.net
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